
氏名 鎌田　道隆

学部担当科目

・日本史概論Ⅰ
・日本史購読Ⅰ
・日本史特殊講義
・日本史史料実習
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・文化財史料論特殊講義
・
・
・

授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

地方史研究協議会

江戸時代の庶民文化と都市の歴史

『宝来講２５年記念誌』の編集・執筆を学生たちとともに進め、また最後のからくり研
究でも、江戸からくりを平成の視点から復元するという成果をあげた。

ならまち振興財団、および奈良市生涯学習財団の理事として奈良の魅力発見と活用につ
いてしばしば提言をした。その他、大阪・奈良・三重などの各県を中心に講演活動につ
とめた。

立命館大学大学院文学研究科修士課程修了

博士（文学）

日本近世史

最終学歴

　【研究上の特記事項】
江戸時代の庶民の旅文化の実態とその歴史的意義を中心に考察・研究してきた。とりわ
け伊勢参りと称する旅には旅の楽しさと知的好奇心が強く出ており、庶民の旅文化の育
成に大きな役割を果たしたことを実証した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・史学演習Ⅰ
・
・
・



共

単

④

②

⑤

①

③

④

⑤

①『南都名所道筋記』の異本
と版木

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

実験歴史学伊勢参り宝来講の歴史と
参加者・沿道の方々の声、道中風
景、道標・燈籠など主要な実態を紹
介し伊勢本街道を歩くための案内書
の性格をもたせた。

③

（学会発表）

①

②

②

③

④

奈良大学図書館所蔵の『南都名所道
筋記』の版本について、筒井正夫氏
所蔵の版木と比較検討して、甲乙本
の位置づけをおこなった。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『宝来講二十五年記念誌』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

奈良大学鎌田研究室
刊

H２３年３月５日

『みささぎ』第９号H２２年９月３０日


